



消 原 宜 賢 に OO す る 研 究 は 、
古 来 か ら 、
漢 学 者 ・ 歴 史 学 者 ・ 国 文
• 学 者 等 々 、
多 方 面 に 亘 る 人 々 が 行 っ て 来 て お り 、





な も の で も 、
足 利 行 述 氏 ・ 芳 賀 幸 四 郎 氏 ・ 緒 方 惟 消 氏 ・ 今 中 寃 司
n 5
註6
氏 ・ 山 田 英 雄 氏 ・ 和 島 芳 男 氏 等 の も の が あ る 。
国 話 学 を 専 攻 す る 私 と し て は 、
宜 限 が 編 纂 し た 四 種 の 辞 書 、
す









殆 ん ど 触 れ ら れ て い な い 。
註 1
一方、









山 田 忠 雄 氏 、
安 旧 箪 氏 • 井 上 宗 雄 氏 ・ 大 取 一 馬 氏 等
．の主として閲語学者・因文学者が言及されてはいるが、
む 名 を 雑
．列したもの、
或 い は そ れ ら の 辞 祖 を 個 々 に 綸 述 さ れ た も の に 過 ぎ
な
い 。そこでこの小稿では、
さ し 当 り 、
消 原 宜 賢 な る 人 物 は ど の 様 な
人 物 で あ っ た の か を 知 る 為 に 、
従 来 の 研 究 成 果 を 踏 ま え て 、
年譜





足 利 氏 の 「 鎌 含 室 町 時 代 之 揺 教 」 に 収 め ら れ た 「 年 表 」 を 下 敷
き に し て 、
京 都 大 学 附 厩 図 術 館 沼 家 文 庫 蔵 の 沼 原 宜 賢 自 叩 本 を 閲
査 し た 結 果 や 他 の 研 究 害 等 で 増 補 ・ 訂 正 し た も の を 示 せ ば 、
以 下
の 様 に な ろ ．後 土 御 門 天 塁
文 明 七 年 （ 一 四 七 五 ） 一 オ
誕 生 。
卜 部 兼 倶 の 第 三 子 。 消 原 宗 喪 の 強 嗣 と な る 。







































































































































































































































四 月 ― 一 日 皇 太 子 方 仁 （ 正 親 町 天 皇 ） に 「 中 紺 章 句 」 を
進
講し、二八日終了。十月二四
日 天 登 に 「 論 語 」 を 進 講 す 。
ーニ年（一五四三）六九才八 月 一 五 ・ 一 六 両 日 万 里 小 路 邸 で 「 長 恨 歌 ・ 琵 琶 行 」 を 請ず。一四年（一五四五）七ーオ四 月 一 四 日 越 前 一 乗 谷 没 隆 院 で 「 蒙 求 」 を 講 じ 、 六 月 一 四日 終
了
。 八 月 一 乗 谷 遊 楽 寺 で 「 古 文 孝 経 」 を 講 ず 。 ＋ 月 悔
京 。 ＋ 月 一 六 日 知 行 分 の 儀 に つ き 権 中 納 宮 店 倉 家 を 訪 問 。二 月 九 日 万 里 小 路 邸 で 「 中 府 章 句 」 を 構 ず 。 十 ． ― 一 月両 月 小 御 所 で 「 中 庸 章 句 」 を 進 糾 ゜ー五年（一五四六）七ニオ正月
二 七 日 一 乗 谷 で 「 中 甜 章
句 」 を





四 月 一 七 日 ー 乗 谷 の 私 宅 で 「 古 文 孝 経 」 を 講 ず 。 四 月 一 乗谷 で 興 雲 軒 新 蔵 主 の 発 起 に よ り 、 「 孟 子 」 を 講 じ 、 翌 年 三月
二八8終了。
一 六 年 （ 一 五 四 七 ） 七 三 才一乗谷の私宅で「大学章句」を講ず。一 乗 谷 安 簑 寺 で 「 大 学 章 句 」 を 講 ず 。一七
年 ( - 五 四 八 ） 七 四 才
三 月 朝 倉 孝 景 死 去 （ 五 五 オ ） 。．＿九年（一五五0)七六オ
七月ーニ日一乗谷で死
ず 。 十 月 従 二 位 を 追 贈 さ れ る 。
二0年（一五五一）贈正二位。
こ の 年 譜 は 、 ま だ 草 稿 の 段 階 で あ ろ の で 、 今 後 も 引 続 き 補 訂 し





緒 方 氏 の 「 消 原 宜 賢 の 経 学 」 に 掲 載 さ れ た 「 清 原 家 略 系 図 」 、
紅Is
和 島 氏 の 「 中 世 の 憫 学 」 に 附 戟 さ れ た 「 清 原 氏 略 系 図 」 を 下 敷 きに し て 、 他 の 研 究 掛 等 で 補 訂 し た 。 明 経 家 と し て の 消 原 家 の 系 図を の I ⑤ に 分 っ て 、 概 括 的 に 示 せ ば 、 以 下 の 様 に な る 。
（消原家）
奥 武 天 g ー 舎 人 親 王
貞 代 王 ー 有 雄
l
通 雄 ー 海 雄
御 原 王 ー 小 含 王 ー 夏 野
〔
房 叫
菜 恒 ［ 広 澄 ー 頼 隆
． ． ． ． ． 
（三代 略 ） ー 穎 菜















嘉 禄 元 年 歿七ーオ
菜



















































































こ の 系 図 も 又 草 稿 の 段 階 で あ り 、 し か も 経 歴 等 は 必 要 汲 小 限 を
記 すに止めたので、 今 後 順 次 補 訂 し て 行 き た い と 思 っ て い る 。
四
、
あ と が き
清 原 家 の 歴代の人々は、例 え ば 紀 伝 家 の 行 原
家 の 人 々 に 比 し
て、
位 陪 が 低 く 、 系 図 で 解 る 様 に 、良閃の時に始めて従三
位 を 追 贈 さ
れ る と い っ た 状 態 で あ る 。 又 、 中 輿 の 祖 と さ れ る 菜 忠 は 、応仁の乱の前年に歿し、翌年は、応仁の乱の災難 を ま と もに受けて、嵯峨の清原家の菩阻所宝寿院が火災に会い、その際、消原家の記録が悉く焼失するという不迎に
も見舞われている。
そ ん な 中 で 、 吉 田 か ら 沼 原 に 焚 子 に 来 た 宜 賢 は 、 新 原 の 家 学 再
興 を 余 儀 な く さ れ 、 恐 ら く は 宜 哭 自 身 も そ の 事 を 自 任 し た も の と思 わ れ る 。年謂の中に見え る 、 数 多 く の 家 本 の 胆 写 加 点 の こ と 、 ® 宜
妥
・ （ 細 川 ）
女 子 ー 幽 斉 妙 佐
治 重
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註8 註7註6 註5 註4 註3 註2註1
典薬頭丹波親康と将軍拝賀の席次を争う
こと、
出家して業忠と同
じ環翠軒を号したこ 、
従二位昇叙を狙請したこと等々に、
その
辺の事情が伺われる。
註
＂
いず
れ早い槻会に、
この小稿を踏台として、
宜賢が何故に四種
の辞啓を編纂するに
至ったのかを論じたいと思っている。
「鎌倉室町時代之儒教」（昭和七年）を参照。「中世禅林の学問および文学にOOする研究」年）を参照。．「清原宜賢の経学」九年二月
）を参照。
「中世の椙学」
（昭和四0年）を参照。
（大正五年）に「堅芥」が出てい
（昭和三一
（「千葉大学文理学部紀要」昭和二
（「国語と国文学」昭和三二年十
「清原宜賢の孟子抄について」（「京都女子大学文学部紀要」昭和三二 一＿一月）を参照。「清原宜畏について」月）
を参
照。
「古本節用集の研究るが綱者不明とある。「古辞書の研究」
（
昭和三0年）に、
「盛芥」について、
舟僑家の完本 あ
る事を知っているが、
調査されず結局
綱者不明。
「詞源略注」については、
宜賢自筆本（日野
角坊文血蔵）も参考の上、
解説し、
諸本・体裁・内容・
註
16
註
15
註3を参照註6を参照。
註
14
註
13
註
12
註
11
編纂の意図等を記している。「111顧一馬氏奢「古辞書の研究
」」（「国語学」昭和三
一年一月）に、
宜緊の編纂した辞書に、
「詞源略注」の
他に「詞源要略」「宣賢卿字書」「座芥」のあること
を
指摘している。「辞書の歴史」（「語粟史」昭和
四六年）に、
宜畏の辞
書に「詞源略註」と 宜賢卿宇魯」のあることを指摘し、解説している。「臨芥開題」四
」
（「墜芥」昭和四七年）
・「
宜賢卿字書
oo
（「宜畏卿字書」昭和四
七年）に「盛芥」は韻書・
2 
類書的要素をも兼ね俯えてる
が、
所詮は語書と規定する。
＿4 
ー
「中世歌壇史の研究・室町後期
」（昭和四七年）に「詞
源略
注
」の諸本について、
彰考館本が焼失した現在、
国
会図杏館本のみが唯一の伝本とする。
なお、
「詞涼略注」
の編纂された時期・場所は、
天文年間、
越前でとする。
「清原宜賢の歌学ーー「詞源 略」を中心にー」（「国語国文」昭和五0年―一月）に、
享禄二年から天文一
九年の閻に、
「詞源略注」「詞源要略」の歌語辞嘗と「
座芥」「宜喪御字書」の用語辞害が編纂されたとする。註1を参照。
註10 註9
梅光女学院大学文学部紀要花園大学国文学論究文 研究稿（文学研究稿の会）
8 ー
第四号
第十号
花園大学研究紀要
註
17
続7
号
第十四号
第八号
日本文学ノート（宮城学院女子大学）日本文学論築（大東文化大 大学院）日本文芸研究（関西学院）
第三十四巻第四号、
第三十五巻第一
号、
第二号、
第三号
日本文芸論稿（東北大 文芸談話会）
第十二、
十三合併号
日本文芸論叢（東北大 部）
第二号
日本文芸詰集（山梨英和短期大 ）能楽 （法政大学能楽研究所）
第九号、
第十号
第九号
一号
第十八号第七号
第五巻第八号、
第九号
第十九号、
第二十号
日本 学研究（大東文化大学）日本文学研究（梅光女学院大学）日本 学研究（帝塚山学院大学）
第十四号第十九号
号
昭和五八年度の中四国国語学会（昭和五八年―一月一三日、
徳島大学）の席上で、
「福学者の国語辞書づくり」
と題して、
大要を講浪した。
研究室受贈図書雑誌目録⑪
（岡山大学文学部教授）
第二十二号、
第二十三号
文学論藻（東洋大学）文芸研究（日本文芸研究会）藉女子大学国文学雑誌
第三十号、
第三十一号
学 科論集(OO学院大学大学院）文学史研究（大阪市立 ）文学論輯（九州大学）
第二十九号第五十七号
文芸と思想（福岡女子大学）文芸と批評（文芸と批評の会）文芸論叢（大谷大学）
第一〇二号、第一0三号、第一0四第四十七号
文芸論叢（文教 学女子短期大 部）
第十九号
文献ジャーナル（宮士短期大学）
第十一号、
第十二号
文献探究（九州大学 献探究の会）文研論集（専修大学大学院）文莫（鈴木腺学会）
第八号
平安朝文学研究（早稲田大学平安文学研究会）方宮研究年報（広島方言研究所）百舌烏国文（大阪女子大学大 院
第十一号、
第十二号、
第十
第三号
腹刊第一巻第二
第十号
第二十三号、
第二十四号
富士論叢（宮士短期大学）
第二十七巻第二号、
第二十八巻第
号、
第二号
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